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ミオ ッテ ィ博 士講演 会
京都 大 学 経 済学 会 の特 別 講 演 会 が,パ リ第8大 学 助教 授 のEgidi{.,LuisMiて}tti博士 を
迎 え て,1996年7月28日(日)午 前10時か ら12時に京 大 会 館 で 開 催 さ れ た。 ミオ ッテ ィ
博 士 は ア ル ゼ ンチ ン 出 身で,1991年にパ リ第7大 学 でR・ ボ ワイ エ 主 査 の も とで 論 文
"Accumulation,regulationetcrisesenArgentine'によ って 学 位 を得 た。 今 回 の 講 演 で
は,「 ア ルゼ ンチ ン経 済 の レギ ュ ラ シ オ ン分 析 」 と題 して,ア ル ゼ ンチ ンの 工 業 化 の進
展 を時 期 区 分 し,そ の 各段 階 にお け る蓄 積体 制 とそ の矛 盾 を説 明 した 。 レギ ュ ラシ 才 ン
理 論 の 南 米経 済 へ の適 用 と して 評 価 で き る レ クチ ュアで あ った が,時 間 不足 の た め に,
低 開 発 経 済 の特 性 の認 識 や ペ ロニ ス タ政権 時 の.L業化 の矛 盾 につ い て な お 論 じた りな い




フ ラ ン ク フル ト大 学 のBertmmSchefold教授 が 学 術 振 興 会 の招 きで 来 日 し,京 都 大
学 で も1996年10月4日(金)の10時半 か ら12時半 に 第12演習室 で 「ドイ ツ歴 史 学 と倫理
的 進 歩 へ の信 頼 」."TheGermanHistoricalSchoolandtheBeliefinEthicalProgress"
と題 して レク チ ュ ア を お こ な っ た。 シ ェ フ ォル ト博 士 は,結 合 生 産 論 な ど にお い て ス
ラ ッフ ァ理 論 を 発 展 させ た理 論 家 で もあ るが,他 方 で経 済学 史 に 関心 を もち,F・A・
ハ イエ ク とH・C・ レ クナ ン ヴ ァル トが 始 め た経 済 学 古 典 復 刻 シ リー ズ(Klassikerder
Natioml610konomie,VerlagWi鵬chaftu皿dFinanzen,DUssddorf)の編 集 を 引 き継 い
で い る。 今 回 は,歴 史学 派 の再 評 価 が ドイ ツを は じめ と した 各 国で お こ なわ れ て い る こ
と に鑑 み て,歴 史 学 派 につ いて 論 じて も ら う こ とに した。 シ ェ フ ォル ト教 授 は,ド イツ













プ リダ ッ ト教授.講演会
シ ェ フ ォル ト教 授 の講 演.会に引 き続 き 「理 論 形成 史 」 の レクチ ュ ア ・シ リー ズ の 第2
弾 と して ドイ ツの ヴ ィ ッテ ン ・ヘ ル デ ッケ大 学 のBirgerP.Priddat教授 の 講 演 会 が.
1996年11月15日(金)の午 前10時半 か ら12時半 にか け て,第12演 習 室 で お こなわ れ た。
プ リ ダ ッ ト教 授 は,シ ェ フ ォル ト教授 と と もに現 在 の ドイ ツ語 圏 で の 経 済学 史研 究 の復
興 を 牽 引 して い る研 究 者 で,最 近 は力 作 の シ ュモ ラ ー研 究 を公刊 した ば か りで あ る 。 日
本 の経 済 学 史 学 会が 歴 史学 派 を共 通 課 題 と して と りあ げ る の にあ わ せ て,学 術 振 興 会 の
招 きで 来 日 した 。 京 都 で は,「 ドイ ツ経 済 学 に お け る主 観 的 価 値 論 」"The【nn,dessub・
jektivenWertesinderdeutsehenNationalokonomと題 し て,カ ー ル ・ハ イ ン リ ッ
ヒ ・ラ ウ,ブ ル ー ノ ・ヒル デ ブ ラ ン ト,ア ドル フ ・ヴ ァグ ナ ーな ど を取 り上 げ て,財 に
対 す る欲 望 とい う視 点 か ら価f直を論 じる ドイ ツ の経 済 学 者 の基 本 傾 向 に つ い て論 じた。
カ ール ・メ ンガ ー の理 論 もこの 底 流 か らそ の 価値 理 論 の洗 練 化 と して 出現 した の で あ
る。 この レ クチ ュア で も,四 口市大 学 経 済 学 部 の原 田哲 史 助 教 授 の協 力 を得 た 。歴 史学
派 の政 策 論 の 再 評価 と と もに,こ う した 理 論 に つ い て の再 評 価 が 進 行 して い る が,そ れ
が 古 典 派 主 軸 の経 済 学 史観 を崩 す か ど うか は な お 未確 定 の興 味 深 い問 題 で あ る。経 済学







ケ ンブ リ ッ ジ大 学 のJudgeInstituteofManagem㎝tStudiesのレク チ ャ ラー で あ る
GeoffreyM.H。dgson氏が 来 日 し,1997年1月17日 〔金)の 午 後1時 半 か ら4時 に 京
大 会 館 で 講 演 を お こな った、 ホ ジ ソ ン氏 は ス ラ ッ フ ィア ンの立 場 か ら政 治 経 済 学 を 構 想
した あ と,制 度 学 派経 済 学 の 再 興 に転 じた理 論 家で,そ の 著 にEconomics.andInstitu・
tions(筆者 ほ か 訳 「現 代 制 度 派経 済 学 宣 言 』 名 古 屋 大 学 出 版 会)な どが あ る 。 京 都 大
挙 で は,理 論 形 成 史 の レク チ ャ ー ・シ リ ー ズ の第3弾 と して,「 進 化経 済 学 者 と して の
ヴ ェ ブ レ ン と シ ュ ンペ ー ター」"VeblenandSchumpeteronEvolutionaryEconomics"
に つ い て講 演 して も ら った 。 この レ クチ ュ アで は,現 在 の エ ヴ ォ リ ュー シ ョナ リ ィ ・エ
コノ ミ クス の理 論 家 た ちが 師 とす るJ・A・ シ ュ ンペ ー ター はT・ ヴ ェブ レ ンと対 比 す
る と進 化 経 済 学 者 と して は きわ め て不 満 足 で あ る と論 じ る もの で あ った 。経 済 行 動 に お
け る 合理 性 の批 判 を進 化 経 済 学 の 主軸 とす る場.合,ヴ ェ ブ レ ンの 方 に こそ学 ぶ べ き もの
が 多 い と論 じる ホ ジ ソ ン氏 に 対 して,分 析 の洗 練 ・深 化 を どの よ うに して はか るか とい
う視 点 か ら の鋭 い 批 判 もあ り,議 論 は 白熱 した 。 なお,経 済 学 会 の特 別 講演 会 の枠 外 で
あ るが,2月15日 〔土)の 午 前10時半 か ら]2時半 に も,再 度 京大 会館 で 「慣 習 と規 則.の
偏 在 性 」"UbiquityofHabitsandRules"と題 す る氏 の講 演 が お こな わ れ た。
(八木 紀 一 郎)
